
ファンドの帝王レイ・ダリオが
パラダイムシフトによるゴールド投資を推奨！
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「ほとんどの中央銀行が通貨の価値を下げることを望んでいる場
合、『次の通貨』を検討するのも良い機会だ。ほとんどの人は現
在のリスクある投資で株式、レバレッジド・プライベート・エクイティ
ファンド、ベンチャーキャピタルなどへの投資を考えていると思うが、
私はこれらが実質的に良いリターンをもたらす投資となる可能性
は低いと思う。バランスの良いポートフォリオを持つためにゴールド
を追加することは、リスク軽減と収益向上の両方につながるだろ
う」（レイ・ダリオ）
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金融市場は「ねずみ講」も同然、いずれ崩壊へ－
グッゲンハイム

2020年1月22日（ブルームバーグ）

米投資顧問会社グッゲンハイム・パートナーズのスコット・マイナード最高投資責任者（Ｃ
ＩＯ）は、このところの相場上昇を高く評価しているダボス会議出席者らにメッセージがあ
る。状況は見た目ほど良くないということだ。

マイナード氏は中央銀行の緩和的な金融政策によってもたらされた資産価格の膨張を「ポ
ンジスキーム（ねずみ講）」になぞらえ、いずれ崩壊は避けられないとの考えを示した。

世界経済フォーラム（ＷＥＦ）年次総会に合わせて記した書簡で、同氏は「転換点に達
し、投資家がデフォルト（債務不履行）や格下げの増加に気付くようになる」と指摘。「そ
の時期を予測するのは難しいが、このところの展開は2001－02年のリセッション（景気
後退）に至るまでの状況の多くを想起させる」と説明した。

マイナード氏は高リスク資産の値上がりをよそにデフォルトが増加している状況を指摘。ま
た、「ＢＢＢ」格付けの債券にはさらなる格下げのリスクがあるとあらためて警告した。

このほか、グッゲンハイムの債券担当ＣＩＯ、アン・ウォルシュ氏はインタビューで、米経済
の15％は既にリセッション入りしていると指摘。米金融当局による市場への流動性供給が
「ゾンビ企業」を生み出していると述べた。
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資産運用の究極の目的は将来到来する
インフレへのヘッジに他ならない。

資本主義経済の中で、企業も個人も負債と資産の両建て経済に便
乗してきたが、リーマン危機で個人や企業の負債は国家に付け替え
られた。

もう、この負債を転がす先はない。国家は破綻しないが、破綻するの
は国民である。

これだけジャブジャブに金をばらまいてもデフレ（期待インフレが上が
らない）なのは金融システムが壊れているからであるが、将来、どこ
かで国債市場や外為市場が、国家に財政規律を催促するのは必然
であろう。

資産運用の究極の目的は将来到来するインフレへのヘッジに他なら
ない。
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NY原油（日足）売りトレンド相場
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銅先物（日足）売りトレンド相場
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ゴールド先物（日足）調整中
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ゴールド先物（週足）買いトレンド相場
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ゴールド先物（月足）買いトレンド相場
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ゴールド先物（月足）とトレンドライン
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ゴールド先物（日足）
フィルター付き逆張り売買シグナル
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ウォーレン・バフェットのパフォーマンスを上回る
ゴールド投資のリターン
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米国政府の財政赤字は6000億ドル（公式）
年1兆ドルどころか、6兆ドル（GDP の29％）

公的支出は増加する一方である。減少することはない。各省庁
の予算が権力の尺度となるからだ。その削減を計画するものな
ど、ただのひとりもいない。

「公的」資金では、損益計算書や貸借対照表の心配がない。
また、会計の真実性を確認するための説明や監査を要求する
投資家もいない。そうした資金の運用で犯した失敗に対して責
任を持つ人など誰もいない。

※米国の非営利団体「トゥルース・イン・アカウンティング」が推
計したところ、拡大する積立不足分（社会保障、メディケア、
年金など）を含めると、米国政府の財政赤字は年1兆ドルどこ
ろか、6兆ドル（GDP［国内総生産］の29％）近くになる。
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金鉱株ETFとナスダック100指数の比較
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出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート2019年9月号「介入を求めるのは、支配を求める
誤った入口」



ファンドマネジャーは貴金属や関連株をほとんど所有して
いない。レイダリオ発言の後買いだした。

しばらくの間、金が株式を上回ることの重要性を強調したい。ほとんどのファンドマネジャーが
貴金属や関連株をほとんど所有していないからだ。また、大手メディアは金や金鉱株だけで
なく、金に肯定的な専門家を「黄金虫」と呼んで小バカにする番組を放送している。

しかし、金が2年以上にわたって株式を上回った場合、一変する可能性がある。ファンドの受
託者がファンドマネジャーに金への投資配分について問い合わせるようになり、資産の少なく
とも3％や5％を金や関連株で保有するよう促すだろう。あるいは10％にもなるかもしれない
（特にマイナス金利の国で）。そのころには、メディアの人間も上司の命令で貴金属に前向
きな話をする番組に作り替えるだろう。

これに関連して、ウォーレン・バフェットが主催する人気のお祭り（訳注：株主総会）では取
り上げられそうにない（また、メディアも言及しそうにない）小さな秘密がある。過去20年に
わたり金が実際のところバークシャーハサウェイの株価を上回っていることだ（図21）。

したがって、私は分散投資の一環として、また株式と米ドルが価値を下げる可能性に対す
るヘッジとして、金・銀・白金および関連株の保有を続けることにする。
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出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート2019年9月号「介入を求めるのは、支配を求める誤った
入口」



図21 バークシャーハサウェイの総合リターンと金を比較
過去20 年の総合リターン（％） 金（$GOLD）バークシャーハサウェイ（BRKB）
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最新 ゼロからわかる！ FXチャートの基本と儲け方
売買シグナル早見表付き（楽天ブックス）
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ブログ『石原順の日々の泡』
https://ishiharajun.wordpress.com/
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https://www.tradersshop.com/bin/showprod?a=15686&c=2011354800008

https://ishiharajun.wordpress.com/
https://www.tradersshop.com/bin/showprod?a=15686&c=2011354800008

